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ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
の
私

百
瀬
恵
夫

　
私
は
本
学
の
在
外
研
究
員
と
し
て
、
昨
年
四
月
か
ら
一
年
間

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
滞
在
し
た
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
招
請
を

受
け
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
型
企
業
と
経
営
者
に
関
す
る
日
英
比
較

を
共
同
研
究
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
共
に

イ
ギ
リ
ス
は
も
と
よ
り
、
世
界
的
に
最
も
高
い
評
価
を
得
て
い

る
大
学
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者
を
六
〇
数
名

輩
出
し
て
い
る
。

　
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
組
織
は
実
に
わ
か
り
に
く
い
。
こ
の

大
学
は
、
三
四
の
コ
レ
ッ
ジ
か
ら
構
成
さ
れ
、
い
く
つ
も
の
学

部
へ
は
各
コ
レ
ッ
ジ
の
学
生
が
講
義
、
実
験
、
実
技
を
受
講
す

る
仕
組
み
で
あ
り
、
各
コ
レ
ッ
ジ
の
学
生
は
、
全
寮
制
で
の
生

活
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
各
コ
レ
ッ
ジ
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
最
低
入
学
資
格
条

件
を
満
た
す
者
の
中
か
ら
独
自
に
入
学
者
を
決
定
し
て
い
る
が
、

き
び
し
い
面
接
試
験
（
二
人
の
教
官
が
一
時
間
以
上
に
わ
た
っ

て
口
頭
試
問
す
る
）
は
超
難
関
で
あ
る
。
入
学
後
は
少
人
数
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
教
育
で
、
日
本
で
は
と
う
て
い
想
像
で
き
な
い
。

　
私
は
此
の
度
、
ウ
ル
フ
ソ
ン
コ
レ
ッ
ジ
（
乏
o
野
o
コ
O
o
＝
①
ひ
q
Φ

O
鋤
B
σ
二
山
σ
q
Φ
）
の
ビ
ジ
テ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ロ
i
（
≦
臨
鉱
p
ひ
q
①
国
①
＝
o
≦

以
下
V
F
）
に
選
任
さ
れ
た
が
、
そ
の
承
認
式
の
模
様
に
つ
い

て
記
し
た
い
。

　
五
月
七
日
の
理
事
会
（
O
o
＜
Φ
3
に
o
d
o
身
ζ
Φ
Φ
試
轟
）
で
正

式
に
V
F
の
承
認
手
続
を
取
る
と
い
う
通
知
を
受
け
た
。
三
名

の
外
国
人
学
者
と
私
の
四
名
が
V
F
の
対
象
者
で
あ
っ
た
。
事

前
に
服
装
に
つ
い
て
は
、
背
広
と
ガ
ウ
ン
着
用
が
義
務
づ
け
ら

れ
（
そ
の
た
め
に
私
は
ガ
ウ
ン
を
新
調
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）
、
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学
長
室
で
学
長
、
副
学
長
と
四
名
の
V
F
が
ワ
イ
ン
で
乾
杯
し
、

議
事
進
行
に
つ
い
て
の
打
合
せ
を
行
っ
た
後
、
歴
代
V
F
の
名

簿
に
サ
イ
ン
し
た
。
そ
し
て
、
予
め
用
意
さ
れ
て
い
た
V
F
承

認
の
宣
誓
書
に
学
長
、
副
学
長
の
サ
イ
ン
が
な
さ
れ
て
あ
り
、

そ
こ
に
私
の
サ
イ
ン
を
求
め
ら
れ
た
。

　
そ
の
宣
誓
書
は
、
『
学
則
D
m
に
基
づ
く
V
F
承
認
の
宣
誓
』

と
い
う
も
の
で
、
内
容
は
、
「
私
百
瀬
恵
夫
は
ウ
ル
フ
ソ
ン
コ
レ

ッ
ジ
の
V
F
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
厳
粛
に
次
の
事
を
誓

い
ま
す
。
私
は
力
の
及
ぶ
限
り
、
誠
実
に
大
学
の
学
則
と
諸
法

規
を
遵
守
し
、
教
育
、
学
習
そ
し
て
研
究
の
場
を
通
じ
て
大
学

の
発
展
に
努
め
ま
す
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
定
刻
に
記
念
会
館
に
導
び
か
れ
約
五
〇
名
が
出
席
（
全
員
が

ガ
ウ
ン
着
用
）
す
る
理
事
・
評
議
員
の
前
に
四
名
の
V
F
が
並

び
、
一
人
ず
つ
学
長
の
前
に
起
立
し
て
宣
誓
書
を
朗
読
し
た
後
、

学
長
が
出
席
者
全
員
に
承
認
（
全
員
拍
手
）
を
求
め
て
正
式
に

V
F
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
最
も

感
動
的
な
時
と
所
を
得
る
こ
と
が
で
き
幸
せ
で
あ
っ
た
。

　
目
下
、
ベ
ン
チ
ャ
i
型
企
業
の
経
営
者
に
つ
い
て
の
両
国
の

実
態
調
査
に
基
づ
い
て
日
英
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
の
成

果
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
百
瀬
、
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
、
森
下
の
共

著
に
よ
る
『
中
小
企
業
こ
れ
か
ら
の
成
長
戦
略
』
（
東
洋
経
済
新

報
社
、
一
九
九
九
年
一
月
）
と
し
て
公
刊
さ
れ
、
年
内
に
は
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
出
版
部
よ
り
、
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
、
百
瀬
の
共

著
で
公
刊
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
本
学
広
報
部
発
行
の
「
明
治
大
学
広
報
」
向
け
に
執
筆

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
掲
載
に
難
色
を
示
す
向
き
も
あ
る
こ
と
を
灰

聞
し
ま
し
た
の
で
、
本
誌
へ
の
掲
載
を
筆
者
に
お
願
い
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
快
諾
を
頂
い
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
本
誌
掲
載
に
際
し
、
執
筆
時
期
と
刊
行
時
期
に
ズ
レ
が
生

じ
ま
し
た
の
で
、
筆
者
に
加
筆
修
正
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
政
経
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
編
集
委
員
会
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